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１． 本時 
（１） 本時の目標 

Scratchの操作方法を知り，センサを動かすプログラムを作成する。 
 

（２） 本時の評価規準及び評価方法 
Scratchのプログラミングでセンサを正常に動作させることができる。 

（知識・技能） 
 

（３） 準備物 
・ワークシート ・コーヒーメーカーモデル ・USBケーブル(A-B) 
・PC（ScratchLinkなどインストール済み） ・micro:bit v2  ・I/Oシールド  
・センサブロック2種類（赤外線センサ，光センサ） 
・コップ4種類(白色容量大，小，透明容量大，小) 

（４）学習の展開 
時間 学習活動 指導・支援上の留意点 評価観点と方法 
導入 
5分 

 
 
 
 
 
 

1 本時の学習内容を知る。 
   
  
 
 
 
（１）本時の学習課題を知る。 

 

・スライドを使うので始まる前に準備
しておく。 

・目標を書いておく。 
・ワークシートを配布する。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

展開1 
15分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
展開2 
15分 

 
 
 
 

 
 

２ プログラミングの準備をする 
 （１）Scratch Linkを起動す

る。 
 
 （２）Scratch起動し準備を行  
    う。 
         
        
 
 
 
 
 
 
 
 
３ センサの使用方法を知る。 
 （１）赤外線センサの接続方法

を知る。 
 
 
 （２）光センサの接続方法を知  
    る。 
 

 
・起動方法を指示し，起動後のアイコ 
ンを確認させる。 

 
・micro:bit，I/Oシールド，USBケー

ブルを生徒に配る。 
・micro:bitとScratchはペア設定が行

われるため，micro:bitに番号をふっ

ておくとよい。 
・Scratchは所定のURLより立ち上

げるよう指示する。 
・他の生徒のPC，micro:bitと接続し

ないよう確認させる。 
・micro:bitを I/Oシールドに接続する

際は向きがあるため注意する。 
 
 
・接続するピンを示しておく。 
・スクリプトエリアに出した状態のプ

ログラムを配布する。 
・プログラムのダウンロード，開き方 
 を例示する。 
・I/Oシールドとセンサの接続ピンを

間違えないよう指示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Scratchのプログラ

ミングでセンサを

正常に動作させる

ことができる。 
（知識・技能） 
（ワークシート） 
 

Scratchの操作方法を知り，

センサを動かすプログラム

を作成する。 



展開３ 
10分 

４ プログラムによりセンサを動

かす。 
 （１）コーヒーメーカーモデル   
    にセンサを取り付ける。 
 
 
 
 （２）プログラムを実装し，セ

ンサの動作を確認する。 

 
 
・センサブロックをモデルに取り付け  
 る。 
・センサの接続位置が間違っていない 
 か確認する。 
 
・早く終わった生徒は前回の授業で書 

いた説明，図を用いてプログラムを

書き始めるよう指示する。 

 
 
 
 
 
 

まとめ 
5分 

 
 
 

 

５ 学習の振り返り 
  （１）センサを動かすプログ

ラムが作成できたか確

認する。 
 
 

 
・プログラムを書き始めた生徒がいれ  
 ばプログラムの保存方法を例示す 
る。 

・次回の授業でも続きを行うことを伝 
える。 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
  
 
 


